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１．はじめに 

 秋⽥県には「掛唄」と呼ばれる掛け合い歌がある．この芸能はかつて江⼾時代
に神社で⾏われていた「お籠り」という儀礼に伴う宴会の余興として始まったと
され，現在は秋⽥県の美郷町にある熊野神社で 8 ⽉ 23 ⽇夜に「全県かけ唄⼤会」
が，横⼿市にある⾦澤⼋幡宮では 9 ⽉ 14 ⽇夜から 15 ⽇未明にかけて「⾦澤⼋
幡宮伝統掛唄⼤会」が，例年それぞれ保存会の主催で開かれている． 2020 年は
コロナ禍の影響でどちらも中⽌となってしまったが，熊野神社の⽅は 11 ⽉ 1 ⽇
に「全県オンラインかけ唄⼤会」として⼩規模に⾏
われ（https://youtu.be/DkFVGo54--k），⾦澤⼋幡
宮の⽅は 11 ⽉ 8 ⽇に地元で開催された「⾦沢伝統
芸能フェスタ」で歌い⼿を集めて掛け合いが披露さ
れ た （ https://www.youtube.com/watch?v=I5Yu 
Wd_VL_U）． 
 掛唄はもともとこの地⽅で広く歌われていた仙
北荷⽅節という祝い唄の旋律に，即興で原則として
７・７・７・５の歌詞をつけて唄を掛け合う（この
⾳数律は近世調などとも呼ばれる，江⼾時代に流⾏
した形式である）．かつて評論家の草柳⼤蔵が熊野
神社の⼤会を⾒て歌い⼿たちを「即興詩⼈」と評し
たが（安倍ほか 2003），歌詞を⾒てみると必ずし
も詩として技巧が凝らされ⾵流な表現がなされて
いるというわけでもなく，⽇常的な会話の延⻑線上
に掛け合いがあることがわかる．たとえば次のよう
な掛け合いである． 
 

歌詞例１：2012 年⾦澤⼋幡宮伝統掛唄⼤会 3 回戦より 
1 TT: 還暦⼿前の 洟たれ⼩僧 名⼈相⼿に 荷⽅節 
2 NS: 還暦過ぎたる じさまだけれど どんとぶつかって かかってこい 
3 TT: いつかあなたに 追いつきたくて 今⽇まで頑張って 来た私 

図 1. 秋⽥県地図 
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4 NS: それは何より 励みの⾔葉 俺も負けずに 歌ってゆく 
5 TT: 若いみんなの パワーをもらい 今年あたりは 優勝を 
6 NS: 今年優勝は 私が獲るよ 来年あたりに くれてやる 
 

 
 確かに掛唄の歌詞はその場で考えて⼝から出た「即興詩」ではあるのだが，こ
こで事例に挙げた歌詞を⾒てみると，歌詞にはそれほど⽇常会話と離れた表現
があるようには⾒えない．規範とされている７・７・７・５という⾳数律もほと
んど守られていない．それでは，掛唄の掛け合いでは何がどのように繰り返され
ているのか．何が掛唄を「詩的」（Jakobson 1960）にしているのか．本発表では
「響鳴」（resonance）と結束性（cohesion）いう概念を⼿掛かりに，掛唄におけ
る反復を分析する． 
 
２．小規模の響鳴と結束性 

 「響鳴」は Du Bois の対話統語論（dialogic syntax）における基本概念のひと
つである．DuBois はこの概念を「対話における発話間に本来内在する潜在的な
類似性を活性化させること」と定義している（Du Bois 2014: 372）．つまり響鳴
は先⾏する発話がもっている何らかの要素を次の話者が意識的あるいは無意識
的に反復することで⽣じる類似性を指す．響鳴は構造，単語，形態素，⾳素，意
味，指⽰物，発語内的⼒等あらゆるレベルで存在し，繰り返し，変形，代⼊，⾔
いかえ等によって実現されるような⾔語特性の照合プロセスであるともいえる
（崎⽥・岡本 2010: 93-94）． 
 Du Bois は響鳴が現れる平⾏的表現を並べて，たとえば次のようにダイアグラ
フとして提⽰する． 
 

図２．⾦澤⼋幡宮伝統掛唄⼤会の様⼦（2019 年 9 ⽉ 15 ⽇筆者撮影） 
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1 JOANNE; yet heʼs still ^healthy . 
3 LENORE;    heʼs still  walking ^around , 
（DuBois 2014: 368） 

 
 この事例は heʼs still が同⼀であり，healthy と walking around が異なる．前者
は副詞で後者は動詞句であるが，Du Bois によると両者は同じ位置に⼊ることで
ともに「he（アルコール中毒だった共通の知⼈）の健康状態」を指すことが含意
されるようになる．ダイアグラフはこうした構造的な平⾏性を⽰すことで，両発
話の類像的な関係性を析出するために⽤いられる．このように，Du Bois の響鳴
に関する議論は意味を含むとはいえ，分析の中⼼は統語構造的な平⾏性にあり，
それが⾔語習得を促したり構造が表現を創発したりすることを⽰すことが分析
の主⽬的となっている． 

掛唄でもたとえば次のような平⾏性のある掛け合いが⾒られることがある． 
 

歌詞例２：2019 年⾦澤⼋幡宮伝統掛唄⼤会 2 回戦 1 組⽬より 
5 KS: それなら たくさん ⾷べたいな お腹いっぱい 頂き ます 
6 NS: それは 何より 安⼼したよ お腹いっぱい ⾷べてくれ 
 

 歌詞例２は上記のようにダイアグラフとして提⽰することが可能な掛け合い
である。この事例は 1KS「私⾷べるの⼤好きなのよ 横⼿焼きそばいっぱい⾷
べたいな」, 2NS「横⼿焼きそば ⾷べたいならば お腹いっぱい ご馳⾛する」，
3KS「それは嬉しいな でもね実は みんな⼀⽫ 私⼀⽫しか ⾷べませんよ」, 
4NS「別に遠慮は いらないですよ ⾦ならいっぱい ある俺だ」というやり取
りを受けたものである．歌詞例２ではどちらも先⾏発話を指⽰する指⽰詞で始
まり，動詞句，副詞句，動詞句と続いており，明確な平⾏性が⾒て取れる． 
 ただ歌詞例２の前のやりとりや歌詞例１を⾒てもわかるように，このような
構造的平⾏性が⾒られる掛け合いはほとんどない．むしろ歌詞例１なら「還暦」
「優勝」といった単語レベルで先⾏発話を反復していることが多い．本発表では
こうした，ダイアグラフではうまく提⽰できない⼩さな反復を「⼩規模の響鳴」
と呼ぶことにしよう． 
 ⼩規模の響鳴は「結束性」（cohesion）として捉えることもできる．結束性と
は代名詞や指⽰詞による指⽰と照応，代⽤，省略，接続表現といった⽂法的要素，
あるいは同義語や対義語などによる繰り返しや関連する表現の共起といった語
彙的要素によって実現される，意味的なつながりのことである（Halliday and 
Hasan 1976, ⽯橋・伝 2001）．Halliday と Hasan は例えば次のような例を挙げ
ている． 
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Time flies. 
―You canʼt; they fly too quickly. 
（光陰⽮のごとし／ハエの⾶ぶ速度を測ってみろ。 
 ―だめだよ。⾶び⽅が速すぎるもの） 
（Halliday and Hasan1976: 4-5; ハリデイとハサン 1997:5） 
 

これは⼩学⽣のジョークであるが，このジョークには You canʼt という省略形，
they という指⽰項⽬，fly の語彙的繰り返しによって結束性が表現されている．
結束性は短⽂や看板の⽂⾔のように短い表現にも⾒出され得るが，特に⽂を超
えて作⽤する結束性はテクストに整合性（coherence）を⾒出すための解釈のガ
イドとして機能する（Bublitz 2011）．ここで⾔う「テクスト」には会話も含まれ
る． 

掛唄における掛け合いも，組ごとに⾒れば「テクスト」として捉えることがで
きる．そして掛け合いにおいて「ちゃんと掛け合う」ためには結束性のある表現
を⽤いることが重要になる．実際歌詞例１を⾒てみると，「還暦」や「優勝」と
いった同⼀語彙，「洟たれ⼩僧」と「じさま」という対義語などによる語彙的な
結束性，さらにすでに 10 回以上⼤会で優勝している NS を指す「名⼈」や「あ
なた」，「それ」といった指⽰表現による結束性が⾒られる．特に，同⼀語彙，類
義語，対義語といった語彙的な結束性は響鳴と重なる現象と考えられる． 

本発表では，響鳴を統語的構造の並列に基づく表現の創発としてのみならず，
語彙レベルでも起きる結束性の実現と表現の創発として捉えたい．⼩規模の響

図３．熊野神社全県かけ唄⼤会の様⼦（2019 年 8 ⽉ 23 ⽇筆者撮影） 
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鳴（つまり後者）は実際掛唄において「相⼿の歌詞を取る」と呼ばれ，ある程度
意識的に利⽤されている．それでは以下，掛唄においてどのような響鳴があるの
かについて⾒ていこう． 

 
３．掛唄における小規模の響鳴 

 同語反復による⼩規模の響鳴については歌詞例１ですでに⾒たが，他にも事
例は数多くある．たとえば次の事例は「熊野神社」と「熊野境内」が類義語反復
となっており，続く「伝統⾏事」と「掛唄祭り」はコンテクストから⾒て同じ対
象を指していてこちらも類義語の反復になっている．つまり上の句に相当する
部分が響鳴している． 
 

歌詞例３：2019 年全県かけ唄⼤会 1 回戦 2 組⽬より 
1 HT ： 熊野神社の 伝統⾏事を ともに守ろうよ ⼒貸せよ 
2 IS ： 熊野境内 掛唄祭り 初めて出たけれども 後悔してや    
3 HT ： 誰もはじめは 緊張するが ⼀杯ひっかけりゃ 慣れるもの 
4 IS ： そうは⾔っても 胸がドカドカ これは絶対 病気だと思う 

 
 この掛け合いでは歌詞例１と同じく，3 ⾸⽬で⼩規模の響鳴が途切れている．
これは話題の転換と軌を⼀にしている．1 ⾸⽬と 2 ⾸⽬は熊野神社の掛唄祭り
（＝全県かけ唄⼤会）が話題の焦点になっているが，IS によると⼝をついて出
たという「後悔してや」という（半ば⾔い間違いのまま終わった）歌詞を受けて
3 ⾸⽬で HT は（⾔い間違いにも表れている）IS の緊張ぶりに話題の焦点をず
らしている．この特徴は歌詞例１にも当てはまる．ここから，響鳴は掛け合いの
話題とも深く結びついていることがわかる． 
 ところが，同じ語が繰り返されているのに，それが同⾳異義語として表れてい
る掛け合いもある． 
 

歌詞例４：2019 年全県かけ唄⼤会 2 回戦 4 組⽬より 
1 Ss : ⿃の名前は ハヤブサ速いよ 新幹線ハヤブサで ⾛ってる 
2 NS : 俺のハヤブサ 宇宙のかなた 夢は広がる 頑張れよ 
3 Ss : 夢は広いと ⾔うがまずは 東京からハヤブサに 乗りませんか 
4 NS : ふたり仲良く ハヤブサ乗って 宇宙旅⾏を しましょうよ  
 

 この掛け合いは，審査席から「ハヤブサ」というお題が出されている．つまり
少なくとも掛け合いで開始するべき話題は最初から決められている．ただし Ss
と NS とで「ハヤブサ」が何を指しているのかについて齟齬が⽣じている．2019
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年は⼤会に先⽴つ 7 ⽉に⼩惑星探査機「はやぶさ２」が⼩惑星リュウグウへの
タッチダウンに成功したことが⼤々的に報道されており，おそらく審査員とし
ては⼩惑星探査機の話題を意図して「ハヤブサ」というお題を出したのだと思わ
れる．ところが Ss はおそらくこのニュースあるいははやぶさ２のことを知らな
かったようで，1 ⾸⽬では東北新幹線を⾛っていて秋⽥県⺠も東京に⾏く際には
乗るためおなじみの新幹線「ハヤブサ」と⿃の「ハヤブサ」に⾔及している．こ
れに対し 2 ⾸⽬は「俺の」をつけることで，Ss の出した「ハヤブサ」とは異な
る（おそらく審査員の意図した）「ハヤブサ」を話題に持ち出した．続く 3 ⾸⽬
で Ss は 2 ⾸⽬にある「夢は広い」を響鳴させつつ話題を⾃分の知る「ハヤブサ」
に引き戻す．最後に 4 ⾸⽬で NS はどちらのハヤブサとも取れる使い⽅で「ハヤ
ブサ」を反響させる．つまり，歌詞例４では全体を通して同じ「ハヤブサ」とい
う語が響鳴しつつも，その内容をめぐって駆け引きが⾏われているのである． 
 次の掛け合いも，「⾍」という語が意味を変えながら，あるいは掛詞的に⽤い
られながら反復して⽤いられている． 
 

歌詞例５：2019 年⾦澤⼋幡宮伝統掛唄⼤会 3 回戦 4 組⽬より 
1 IY : ⾍がいっぱい コップの中にも 飲んでしまった どうしようよ 
2 MS : 喉が渇いて コップの⾍⾒ぬ IY 先⽣よ ⽣徒にも⾍ついてる 
3 IY : 俺の⽣徒は ⼥性ばかり ⾍を払うのに 追われている 
4 MS : トイレに⾏っても ⾍にさわられ 世の中の男に 騙されぬよう 
5 IY : ⾍も⾷わぬような 顔してるが 案外あの⼦らは ⾷わせものよ 
6 MS : 俺の⾒⽅は 先⽣と違う 悪い⾍には 気を付けて 

 
 まずこの掛け合いの背景には，図 2 に⾒えるように掛唄のステージにはコッ
プと⽔が⽤意されていること，IY が N ⼤学で⾳楽教育を教える教授で，この年
までの 10 年間毎年，⼤半が⼥⼦から成るゼミ⽣を連れて掛け唄⼤会に参加して
おり，とりわけ 2019 年は連れてきたゼミ⽣が全員⼥⼦学⽣だったこと，そして
2 回戦で IY の学⽣が地元の歌い⼿と「⾍が⼤の苦⼿だ」という掛け合いをして
いたことがある．掛け合いの 1 ⾸⽬で IY は⽂字通り⾍の話を始めるのだが，2
⾸⽬で MS は同じ「⾍」を 2 度使いながら慣習的な⽐喩表現に基づく異義同語
を駆使することで話題を⾍から「⾍＝悪い男」にずらしている．さらにこの掛唄
で⾯⽩いのは，5 ⾸⽬でもう⼀つ慣⽤句に基づく「⾍」が登場することである．
全体としてこの掛唄では 3 種類の「⾍」が，歌詞例 4 とは異なり互いに誤解を
⽣むことなく響鳴し続けている．そして⼩規模の響鳴を通じて掛け合い間の結
束性が⽣み出されるとともに，「⾍」という語の持つ意味合いが（それぞれは慣
習的なものであるものの）創造的に広げられている． 
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４．基盤的響鳴としての仙北荷方節 

 ⼩規模な響鳴の事例を⾒ていると，あたかも掛唄には常にこうした響鳴が⾒
られるように思われるかもしれない．だが実際には，⾔語表現上特に響鳴がない
こともままある．典型的には歌詞例３の 2 ⾸⽬と 3 ⾸⽬のように，話題の変わ
り⽬では明確な響鳴関係がなくなりがちである．さらに，次の事例のように掛け
合いとして成⽴していないような掛け合いでは響鳴がほぼ⾒られなくなる． 
 

歌詞例６：2009 年⾦澤⼋幡宮伝統掛唄⼤会 1 回戦 7 組⽬より 
1 Ts : 今⽇は吉⽇ ⽇柄も良いし なにかよろずの 喜左右祝い 
2 Ne : 若い⼒に 背中押されて 挑戦しました 掛けの唄 
3 Ts : 今⽇は N ⼤学は 息⼦もお世話になったし これもなにかの 縁かと思いま

した 
4 Ne : 聞いて覚えた 荷⽅の節よ なかなか思うように 唄えません 
 

 この掛け合いはどちらも初出場の⼆⼈によるものである．1 ⾸⽬は仙北荷⽅節
の決まり⽂句であり，相⼿が掛唄歴の⻑い歌い⼿であれば「決まり歌詞では 掛
けにはならぬ あれ程教えても まだまだだめか」（2019 年⾦澤⼤会 1 回戦 3
組⽬）などと返されることもあるが，この例ではひとまず Ne も掛唄⼤会初出場
の意気込みを歌っている．3 ⾸⽬で Te はどうにか即興で歌詞を出している．3
⾸⽬にある「N ⼤学」は IY 研を指しており，これは 2 ⾸⽬の「若い⼒」と同⼀
の対象を指している点で結束性はあるが，「響鳴している」というほどの繋がり
はない．そして 4 ⾸⽬は 3 ⾸⽬とはほぼ無関係に「初めてだからうまく歌えな
い」という Ne の現状をそのまま歌詞にしている． 
 全体を通じてまったく響鳴がないという掛け合いも珍しいが，以上⾒たよう
に全体を響鳴関係が貫いているという例も珍しく，ほとんどの掛け合いは⼀部
の⾸間で響鳴が⼩規模に⾒られると⾔ってよい．つまり，掛唄は確かに（主に⼩
規模な）響鳴によって歌詞が創発されているのだが，それを基盤としているとは
⾔えない．だが，掛唄全体で常に響鳴しているものがある．それは，仙北荷⽅節
という旋律である． 

掛唄における仙北荷⽅節は現在「現代化」（Hughes 2008）を遂げて標準とな
っている仙北荷⽅節のスタイルとは異なっている．現代の仙北荷⽅節には三味
線と尺⼋の伴奏がつき，「ハァ〜」という歌い出しではじまり，歌詞が決まって
いるのみならずかなり細かい節回しまで規範化が進んでいるが，掛唄の仙北荷
⽅節には基本的にこれらがない（「ハァ〜」は歌う⼈もいたが）．節回しも個々の
歌い⼿で微妙に異なっており，審査員たちも歌い⼿たちもそれでよいと考えて
いる．とはいえ旋律の⼤枠は全員同じであり，掛唄⼤会ではおおむね同じ旋律が
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100 回以上繰り返されることになる． 
 

  
掛唄ではこの，仙北荷⽅節の節回しが掛唄の枠組みとなっている．ここまで上

げてきた歌詞の事例をみてもわかるように，掛唄ではほとんどの場合７・７・７・
５に収まっていない．つまり規範的な⾔説とは異なり，掛唄は「「拍」を埋める
スロット（つまり「リズム的な場⾯」）がもともとあり，そこに⾔葉や⾳を当て
はめていく」（⽚岡 2020: 17）ようにはできていない．そもそも掛唄の仙北荷⽅
節は拍節のはっきりしない，フリーリズムに近い歌である．では仙北荷⽅節はど
のような形で掛唄の「枠組み」となっているのか．その⼿掛かりとなるのが図４
に⽰した簡略な旋律譜である．この旋律譜は⾦澤⼋幡宮伝統掛唄保存会の会⻑
を 2013 年 6 ⽉まで務めた加藤⽒が作成したもので，おおまかな旋律の上下とと
もに，仙北荷⽅節の決まり⽂句の⼊る位置が記してある．掛唄の「枠組み」の単
位はおおむね図４の⼀⾏に相当する．ある熟練の歌い⼿によると７・７・７・５
は実際には 7 モーラをさらに分けて３・４・４・３・３・４・５のつもりで歌う
と綺麗に旋律にはまるのだが，実際図４の譜⾯を⾒るとそのような単位が確認
できる．そして，実際の歌唱では字余りが発⽣した場合，この枠組みにはまるよ
うに⾳節を⼊れる位置を調整するのである． 

図４．⾦澤⼋幡宮伝統掛唄保存会が作成した指導⽤旋律譜 
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ちなみに，⼤会（特に⾦澤⼋幡宮伝統掛唄⼤会）では時折掛唄をよく知らない
地元の参加者が参加してくることがある．次の例はそうした掛け合いが発⽣し
た時のものである。 

 
歌詞例７：2013 年⾦澤⼋幡宮伝統掛唄⼤会 1 回戦 7 組⽬より 
1 SZ:今⽇もめでたいこの⽇に ⾦澤⼋幡宮様にて この⽥園の秋の稔りを 豊作にな

りますように そして台⾵の来ないように ⼋幡様が守ってくれると思います 
2 OH:こういう唄っこは 歌えぬけれど 何とかぽつぽつ ついてゆく 

 
この掛け合いでは SZ が（⾦澤と同じ市内だが隣接する町である）横⼿で冬の

梵天祭りで歌われている横⼿梵天唄の旋律で歌っている．SZ によると⽒は掛唄
の旋律がてっきり梵天唄と同じだと思っていたとのことであるが，予想外の旋
律で歌われた熟練の歌い⼿ OH は明らかに⼾惑った歌を返している．なお，SZ
は翌年も参加してきているが，その際は相⼿に「ここの掛唄仙北荷⽅ あなたの
唄は何荷⽅」とたしなめられており，それ以降は参加してこなかった． 

なお⾦澤⼋幡宮伝統掛唄⼤会の記念誌によると，掛唄はかつてさまざまな節
で歌われていたのが，⼤会として形が整えられていくなかで 1920 年ごろに仙北
荷⽅節と定められたという（加藤編 2007）．旋律が異なっても掛け合うことは
不可能ではなかったようだが，揃っていた⽅が都合が良かったようである． 

以上から，掛唄ではまず仙北荷⽅節の響鳴が歌詞を創発していく基盤となっ
ており，その上で⼩規模の響鳴を駆使しながら相⼿に対する唄を⽣み出してい
る，と考えられる． 
 
５．おわりに 

 最後に，本発表が Hymes 的な意味で⺠族詩学であることを述べておきたい．
⺠族詩学を提唱した⼈びとのひとりである Hymes は，⺠族詩学をアメリカ先住
⺠のようなマイノリティの語りを聞き，「声」を取り戻させるための政治的試み
として打ち出していた（Hymes 1981, Blommaert 2009）．掛唄を歌う⼈びとは決
してマイノリティではないが，掛唄はもう地元でも歌える⼈が 10 名いるかどう
か，しかもその⼤半が今や 70 代以上という，かなり厳しい状況になっている芸
能である．地域の伝統芸能として認識はされており，近年は地元の観光ポスター
にも登場してはいるが，80 年代までは神社の境内を埋め尽くすほどいたという
熱⼼な聴衆はもはやほとんど存在しない．秋⽥県は今でも⽐較的⺠謡の盛んな
地域であるが，現代的な⺠謡とはかけ離れた姿になっている掛唄はそうした⺠
謡好きからも「別物」として扱われており，⼀般の地域住⼈からももはやさほど
興味を持たれていない．そして本発表の動画を⾒た⼈の多くがそうだと思うが，

－11－



梶丸岳 

 
 

聞きなれていない⼈が掛唄を聞いても歌詞を聞きとることもままならず，⽂字
がなければいまひとつ⾯⽩さが伝わらない．そうした意味で，掛唄という芸能⾃
体がマイナーな存在になっている． 
 本発表はこの，今や聞きとられることのない「声」を，語⽤論的な概念を駆使
しながら深く聞き取れるようにしようという試みであった．本発表で掛唄に興
味を持っていただける⽅がもし増えたら望外の喜びである． 
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